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嚢
中
の
巌
議

l
）
れ
わ
れ
は
教
醤
レ
ー
品
位
の
間
－
い
い
っ
と
め
、
点
具
現
受

持
禅
と
と
も
に
、
明
る
く
維
持
な
敦
諒
を
研
修
す
る

わ
れ
わ
れ
は
個
人
の
日
、
－
噂
解
を
尊
重
「
一
つ
？
、
飯
詰

内
親
王

は
民
間

の
名
家

に
入
っ

圏皇
室
の
永
続
に
皇
族
の
確
保

－
減
少
対
策
の
法
改
正
を
目
指
し
て
－

法

学

博

士

　

所

　

功

お
正
月
を
迎
え
る
た
び
に
、
内
藤
鳴
雪

（
大
正
七
年
7
0
歳
建
碑
）
の
名
句
「
元
日

や
一
系
の
天
子
不
二
の
山
」
を
憶
い
出
す
。

多
く
の
日
本
人
は
、
「
一
系
の
天
子
」
と
「
不

二
　
（
富
士
）
　
の
山
丁
を
永
久
に
続
く
シ
ン

ボ
ル
と
仰
ぎ
、
心
安
ら
ぐ
。

し
か
し
、
そ
の
　
「
一
系
の
天
子
」
を
中

核
と
す
る
皇
室
に
は
、
現
在
十
六
名
し
か

お
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
現
行
制
度
を
放

置
す
れ
ば
、
さ
ら
に
減
少
し
、
衰
滅
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
何
故
こ
う
な
っ
た
の
か
。

皇
位
継
承
者
の
過
度
な
制
約
を

直
宮
家
も
旧
宮
家
も
踏
襲
し
て
衰
退

戦
後
の
薪
「
皇
室
典
範
」
　
（
法
律
）
　
は
、

明
治
以
来
の
旧
典
範
を
引
き
継
い
で
、
④

皇
位
継
承
者
は
「
皇
統
に
属
す
る
男
系
の

男
子
」
に
限
定
し
、
㊥
天
皇
も
皇
族
も
「
養

子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
禁
止
し
、

㊧
皇
族
女
子
に
は
一
般
男
性
と
婚
姻
し
た

ら
「
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
」
　
こ
と
を
強

要
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
約
を
原
則
と
し
た
の

は
、
当
時
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
変
化
で
段
々

無
理
を
生
じ
、
適
応
困
難
に
な
っ
て
き
た

事
実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
も
重
要
な
④
は
、
二
千
年
近
い
皇
統

史
に
照
ら
せ
ば
、
可
能
な
限
り
「
男
系
の

男
子
」
を
優
先
す
る
と
し
て
も
、
さ
り
と

て
「
男
系
の
女
子
」
ま
で
排
除
し
た
の
は

行
き
過
ぎ
だ
と
思
わ
れ
る
。
従
来
容
認
さ

れ
て
き
た
側
室
庶
子
が
新
典
範
で
否
定
さ

れ
て
お
り
、
一
夫
一
婦
で
必
ず
男
子
を
確

保
し
継
承
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

し
か
も
、
典
範
で
は
継
承
者
を
「
男
系

の
男
子
」
　
に
限
定
す
る
の
み
な
ら
ず
「
長

系
の
長
子
」
を
優
先
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
則
を
分
家
に
あ
た

る
直
宮
（
じ
き
み
や
）
家
で
も
同
様
に
順

守
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
天
皇
の
弟
君
の
秩
父

宮
と
高
松
宮
の
両
家
は
御
子
が
な
く
、
既

に
絶
家
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
三
笠
宮
家

は
、
立
派
な
三
男
二
女
に
恵
ま
れ
た
が
、

三
親
王
は
父
君
よ
り
先
に
莞
去
さ
れ
、
二

吉
保
華
を
部
品
用
－
｝
る
、
　
一
て
皇
族

－
　
1
．
－
　
　
－
　
　
－
　
i
　
で
な
く
な
り
、

残
る
孫
世
代
は
全
員
女
王
だ
か
ら
、
早
晩

絶
家
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
ら
に
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

十
月
、
皇
籍
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
旧

宮
家
の
人
々
は
、
一
枝
国
民
と
同
じ
立
場

と
な
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
皇
室
の
方
々

に
倣
っ
て
、
各
家
の
相
続
も
嫡
長
子
系
男

子
を
原
則
と
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
「
旧
十
一
宮
家
」
と
い
わ
れ

る
が
、
①
東
伏
見
家
（
当
主
は
戦
前
襲
去
、

同
夫
人
も
戦
後
他
界
）
、
②
梨
本
｛
窄
③
山

階
家
、
④
開
院
家
は
早
く
絶
家
と
な
っ
た
。

ま
た
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
末
現
在
、

⑤
伏
見
家
に
は
、
博
明
氏
（
9
2
）
に
三
女

子
が
あ
り
、
⑥
北
白
川
家
に
は
、
道
久
氏

（
六
年
前
他
界
）
　
に
三
女
子
が
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
男
子
が
な
い
の
で
、
い
ず
れ
絶

家
扱
い
と
な
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
⑦
久
顕
家
に
は
、
邦

昭
氏
（
9
5
）
に
男
子
が
あ
り
（
邦
昭
氏
の

弟
も
い
る
）
、
⑧
朝
香
家
に
は
、
誠
彦
氏

（
0
0
）
に
男
子
が
あ
る
。
ま
た
⑨
東
久
邁

家
に
は
、
信
彦
氏
　
（
五
年
前
他
界
）
　
に
男

子
が
あ
り
（
信
彦
氏
の
弟
も
い
る
）
、
⑲
竹

田
家
で
は
、
恒
正
氏
（
8
3
）
に
男
子
が
あ

る
（
恒
正
氏
の
弟
も
二
人
い
る
）
。
さ
ら
に

⑪
賀
陽
家
に
は
、
長
男
邦
寿
氏
の
他
界
後
、

三
男
章
憲
氏
の
長
子
正
憲
氏
（
6
3
）
が
祭

祀
を
継
承
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
男
子
で

相
続
が
可
能
な
と
こ
ろ
は
、
僅
か
⑧
以
下

の
四
家
し
か
な
い
状
況
に
あ
る
。

課
題
を
放
置
し
て
先
送
り
せ
ず

合
意
可
能
な
対
策
の
実
現
が
急
務

明
治
か
ら
急
増
し
た
宮
家
皇
族
の
激
減

は
、
新
典
範
施
行
当
時
か
ら
不
可
避
と
み

ら
れ
、
そ
れ
が
半
年
後
に
現
実
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
深
刻
な
課
題
と
認
識
す
れ
ば
、
何

と
か
五
年
後
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
）
　
の

講
和
独
立
を
機
に
、
旧
宮
家
の
皇
籍
復
帰

措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
放
置
し
て
七
十
年
以

上
も
先
送
り
す
る
間
に
、
旧
十
一
家
す
ら

半
数
以
下
と
な
っ
た
。
そ
の
子
や
孫
は
男

性
で
も
「
皇
統
譜
」
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
よ
う
な
男
性
が
　
（
成
人
で
も
幼

児
で
も
）
「
養
子
」
と
し
て
皇
族
に
な
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
至
難
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
皇
室
で
産
ま
れ
育
っ

た
皇
族
女
子
（
現
在
、
二
内
親
王
・
三
女

王
）
　
は
結
婚
の
際
に
新
宮
家
の
当
主
と
な

ら
れ
、
そ
の
夫
も
子
女
も
皇
族
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
皇
族
数
の
減
少
を
防
ぎ
増
大

を
期
す
る
道
が
開
か
れ
る
。

当
面
、
こ
の
よ
う
な
現
実
的
対
策
に
国

会
の
与
野
党
が
合
意
し
て
、
法
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
著
『
「
皇
族

の
確
保
」
急
務
所
見
』
を
参
照
頂
き
た
い
。
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国
柄
公
と
黒
木
少
佐

神

社

本

庁

　

駒

　

井

　

一

天
皇
の
詔
の
意
義

日
本
で
は
国
の
重
大
事
の
際
、
天
皇
陛

下
が
詔
を
発
せ
ら
れ
る
。
古
く
は
日
本
書

紀
の
神
武
天
皇
紀
に
、
天
皇
が
東
征
の
前

に
、
「
今
か
ら
私
は
国
の
中
心
に
行
こ
う
と

思
う
」
と
い
う
お
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
臣
下
が
応
え
て
東
征
が
始
ま
っ
て

い
る
。
瀬
戸
内
を
船
で
渡
り
、
浪
速
国
に

上
陸
す
る
。
そ
こ
で
長
脛
彦
と
の
戦
い
と

な
り
、
苦
戦
を
し
て
撤
退
す
る
時
に
も
詔

を
発
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
東
征
を
果
た

し
、
奈
良
の
橿
原
で
建
国
の
際
、
詔
の
な

か
の
八
紘
一
宇
に
基
づ
い
て
建
国
さ
れ
た
。

令
和
十
五
年
に
行
わ
れ
る
伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
も
、
本
年
、
天
皇
陛
下
の
御
聴

許
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
事
業
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

平
泉
澄
博
士
と
の
避
遍
と

大
東
亜
戦
争
の
勃
発

黒
木
少
佐
の
歩
み
は
海
軍
機
関
学
校
に

始
ま
る
。
そ
こ
で
の
最
大
の
出
来
事
が
、

平
泉
澄
博
士
と
の
出
会

い
で
あ
る
。

少
佐
は
昭
和
十
三
年

十
二
月
十
七
日
、
平
泉

先
生
の
　
「
北
畠
顕
家
公

を
偲
ぶ
」
と
い
う
講
演
を
初
め
て
聴
い
て

い
る
。翌
十
四
年
七
月
、
上
級
生
の
石
川
正
徳

を
中
心
に
、
平
泉
先
生
を
慕
う
学
生
の
集

ま
り
で
あ
る
「
風
古
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

少
佐
も
翌
十
五
年
に
加
わ
り
、
平
泉
先
生

の
教
え
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

同
年
八
月
、
二
十
歳
の
時
、
初
め
て
東

京
の
平
泉
先
生
を
訪
問
し
、
入
門
を
許
さ

れ
、
先
生
と
の
交
流
が
始
ま
る
。

少
佐
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
に
機
関
学

校
を
卒
業
し
、
戦
艦
山
城
に
乗
り
組
ん
で
、

人
生
最
大
の
出
来
事
と
な
る
大
東
亜
戦
争

の
開
戦
を
迎
え
る
。

同
年
十
二
月
八
日
、
昭
和
天
皇
よ
り
米

国
及
び
英
国
に
対
す
る
宣
戦
の
詔
書
が
出

さ
れ
た
。
少
佐
は
部
下
の
た
め
に
詔
書
を

注
釈
し
、
「
大
東
亜
宣
戦
詔
書
謹
解
」
を
出

し
て
い
る
。

そ
の
主
旨
は
、
天
皇
陛
下
は
で
き
る
限

り
の
こ
と
は
尽
く
し
た
け
れ
ど
も
、
ど
ん

ど
ん
と
外
国
は
圧
力
を
か
け
て
き
て
、
日

本
の
国
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
よ
う
な
危

機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。
こ
れ
を
打
開
す

る
た
め
に
国
民
に
起
っ
て
欲
し
い
と
述
べ

ら
れ
た
と
し
、
少
佐
は
陛
下
の
求
め
に
応

じ
て
い
く
の
で
あ
る
。

建
武
の
中
興
の
大
橋
公

そ
れ
は
大
桶
公
が
後
醍
醐
天
皇
の
求
め

に
応
じ
た
こ
と
と
重
な
る
。

正
中
元
年
、
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
計
画

が
露
見
し
て
、
側
近
が
罰
せ
ら
れ
る
。
ま

た
元
弘
元
年
四
月
に
も
計
画
が
発
覚
し
、

賊
軍
に
先
手
を
打
た
れ
、
行
在
所
は
転
々

と
し
て
落
ち
着
か
ず
、
官
軍
は
軍
勢
も
揃

わ
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
窮

状
に
武
士
で
あ
る
楠
公
は
起
ち
上
が
っ
た
。

少
佐
も
大
東
亜
戦
争
宣
戦
詔
書
を
受
け

て
起
ち
上
が
り
、
そ
の
人
生
は
大
き
く
展

開
し
て
い
く
。

少
佐
は
、
昭
和
十
七
年
七
月
、
山
城
を

退
艦
し
、
特
殊
潜
航
艇
の
艇
長
を
目
指
し

た
。
特
殊
潜
航
艇
は
真
珠
湾
攻
撃
で
活
躍

し
た
小
型
の
潜
水
艦
で
、
そ
こ
に
身
を
投

ず
る
決
意
を
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
に
海
軍
潜
水
学
校
に

入
校
し
、
九
月
に
卒
業
す
る
と
、
呉
魚
雷

実
験
部
に
所
属
し
、
特
殊
潜
航
艇
の
開
発

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
東
亜
戦
争
の
戦
況
は
悪
化
し
、
少
佐

は
楠
木
正
成
へ
の
思
い
入
れ
を
強
く
し
て

い
く
。
そ
れ
は
号
を
慕
楠
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
楠
公
観
が
よ

く
分
か
る
の
が
、
昭
和
十
九
年
に
書
か
れ

た
「
慕
楠
記
」
　
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
建
武
の
中
興
に
つ
い
て
は
最

初
の
七
行
だ
け
で
、
全
体
の
四
分
の
三
く

ら
い
は
桜
井
の
駅
と
湊
川
の
戦
い
に
な
っ

て
い
る
。
少
佐
に
と
っ
て
、
桜
井
の
駅
以

降
が
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。

後
醍
醐
天
皇
は
桶
公
の
策
を
入
れ
ず
、

兵
庫
の
湊
川
で
待
ち
受
け
る
こ
と
を
命
じ

ら
れ
、
楠
公
は
勝
つ
事
は
出
来
な
い
と
分

か
っ
た
が
、
死
を
覚
悟
し
て
兵
庫
に
向
か

っ
た
。
も
し
こ
こ
で
楠
公
が
生
き
延
び
た

な
ら
、
ま
た
活
躍
で
き
た
の
だ
が
、
そ
う

は
し
な
か
っ
た
。

死
を
覚
悟
し
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は

天
皇
の
詔
を
承
け
た
ら
必
ず
従
う
「
詔
承

必
謹
」
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
少

佐
も
天
皇
陛
下
の
命
に
従
っ
た
。

楠
公
は
残
さ
れ
た
正
行
に
訓
示
を
残
し

た
。
死
を
決
意
し
た
者
が
残
る
者
へ
語
る

こ
と
は
必
ず
伝
わ
る
と
考
え
た
の
だ
。
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
天
皇
を
お
守
り
す

る
よ
う
に
と
。
黒
木
少
佐
は
楠
公
と
同
様

に
皇
国
護
持
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

回
天
の
実
現
に
邁
進
し
た
黒
木
少
佐

昭
和
十
八
年
、
戦
況
は
一
層
悪
化
し
、

少
佐
は
艦
政
本
部
へ
血
書
嘆
願
を
し
た
。

国
の
現
状
を
憂
い
、
天
皇
陛
下
の
身
に
危

険
が
及
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
訴
え

た
。
そ
し
て
、
当
時
の
日
本
人
に
は
ま
だ

危
機
感
が
足
り
な
い
こ
と
嘆
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「
第
二
に
国
民
清
神
の
緊
張
に
候
。
今
日

の
国
民
精
神
の
自
堕
落
弛
緩
振
り
は
、
正

に
物
質
の
不
足
を
補
ふ
は
愚
か
、
寧
ろ
之

を
匹
敵
し
て
皇
運
を
危
急
に
陥
れ
居
る
も

の
と
存
候
。
比
の
弛
緩
何
よ
り
生
居
候
か

と
言
へ
ば
、
正
に
当
局
者
の
不
必
要
の
敵

侮
蔑
、
軽
蔑
と
、
事
大
的
治
安
維
持
観
か
、

或
は
自
己
宣
伝
か
は
知
ら
ね
共
、
余
り
に

景
気
よ
く
報
道
、
並
び
に
講
演
に
因
る
も

の
と
存
じ
候
」

つ
ま
り
、
戦
況
は
悪
い
の
に
、
上
層
部
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は
国
民
に
対
し
て
戦
況
は
そ
ん
な
に
悪
く

な
い
と
言
い
、
国
民
は
楽
観
視
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
此
は
大
い
な
る
誤
り
に
て
、
元

冠
或
は
明
治
維
新
前
後
に
は
見
受
け
ら
れ

ざ
る
所
と
覚
申
候
。
」
「
日
本
人
は
古
来
邦

家
の
危
急
を
知
れ
ば
、
非
常
な
る
義
気
を

喚
起
せ
し
も
の
に
候
。
」
と
続
く
。

昔
か
ら
日
本
人
は
国
家
の
危
機
を
知
れ

ば
、
真
剣
に
そ
の
危
機
に
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
現
状
は
「
敵
を

知
ら
ず
我
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
も

国
民
と
て
も
適
応
し
得
ず
候
事
当
然
、
な

ん
ぞ
そ
の
総
力
の
望
ま
る
べ
く
候
や
。
」

「
よ
っ
て
直
ち
に
不
要
の
侮
敵
、
欺
瞞
の

宣
伝
を
廃
し
、
宜
し
く
国
難
危
窮
切
々
の

情
を
以
て
国
民
の
義
心
に
訴
ふ
べ
き
と
存

候
。
」
「
今
日
の
実
情
を
聞
き
て
猶
発
奮
挺

身
致
さ
ざ
る
の
士
は
無
比
可
候
。
要
は
自

ら
奮
ひ
立
つ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
十
分
の
力
は

出
で
間
敷
候
。
」
「
第
三
に
士
気
の
振
作
に

候
。
今
日
思
ふ
に
、
開
戦
後
し
ば
ら
く
の

壮
気
表
へ
た
る
を
覚
申
候
。
」
と
し
て
、
開

戦
時
は
気
痔
ち
が
高
揚
し
て
い
だ
が
、
今

は
衰
え
て
い
る
。

「
勿
論
心
の
緩
急
致
方
な
し
と
は
言
へ
、

然
共
士
気
の
根
底
た
る
義
烈
壮
烈
の
精
神

は
必
ず
盛
ん
な
る
か
、
衰
ふ
る
か
の
一
方

に
て
、
古
来
日
本
の
先
例
は
戦
争
中
益
々

義
風
を
生
み
候
虞
、
今
此
の
度
の
戦
に
て

は
多
く
の
逆
行
を
見
、
為
に
壮
烈
義
烈
の

気
風
、
則
ち
士
気
の
沈
衰
を
見
る
如
く

候
。
」
と
、
少
佐
は
現
状
に
危
機
感
を
も
ち
、

十
月
二
十
五
日
、
艦
政
本
部
に
甲
標
的
（
特

殊
潜
航
艇
）
の
急
速
進
出
方
を
血
書
嘆
願

し
て
い
る
。
之
に
対
し
て
上
司
の
態
度
、

模
棲
決
し
な
い
の
を
見
て
、
自
決
し
て
決

断
を
促
さ
う
と
、
十
一
月
二
十
九
日
、
再

び
上
京
し
、
嘆
願
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
、
自
決
を
覚
悟
し
て
い
た
こ
と

は
、
血
書
の
日
記
「
鉄
石
の
心
」
　
に
、
自

決
と
い
う
言
葉
が
何
回
も
出
て
く
る
こ
と

で
分
か
る
。
十
一
月
十
一
日
「
自
決
緊
急
」
、

十
三
日
「
自
決
死
ノ
戦
法
」
、
十
六
日
「
自

決
靖
献
」
、
十
八
日
に
も
「
自
決
靖
献
」
と

あ
る
。
そ
の
覚
悟
を
し
て
上
京
し
た
少
佐

に
、
平
泉
博
士
が
翻
意
す
る
よ
う
説
得
さ

れ
、
少
佐
は
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

次
の
日
に
、
少
佐
は
偶
然
天
皇
陛
下
の

お
召
し
の
車
馬
に
遭
遇
し
て
い
た
。
十
一

月
三
十
日
の
「
鉄
石
の
心
」
に
、
「
行
幸
に

会
う
」
と
あ
り
、
少
佐
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ま
で
に
な

い
長
さ
の
文
章
で
そ
の
時
の
感
動
を
書
い

て
い
る
。「
天
皇
陛
下
萬
歳
　
龍
顔
ヲ
奉
拝
ノ
日

益
良
男
が
　
思
ひ
こ
め
に
し
　
今
日
の
日

に
　
皇
が
御
幸
に
　
あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き
」

龍
顔
は
天
皇
陛
下
の
お
顔
。
益
良
男
が

思
ひ
を
こ
め
し
は
、
自
決
の
覚
悟
で
東
京

に
来
た
こ
と
。
艦
政
本
部
が
受
け
入
れ
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
天
皇
陛
下

に
会
え
た
こ
と
が
う
れ
し
い
と
。

こ
の
出
来
事
が
、
少
佐
を
変
え
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
後
、
自
決
の
言
葉
が
出
て

こ
な
く
な
っ
て
い
る
。

『
昭
和
天
皇
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
当
日
、

陸
軍
大
学
校
の
卒
業
式
に
行
幸
さ
れ
て
い

る
。
全
く
偶
然
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
気

持
ち
が
天
皇
陛
下
に
通
じ
た
と
思
わ
れ
た

の
か
、
最
後
は
「
天
皇
陛
下
萬
歳
　
恥
ヅ

死
ノ
戦
法
ヲ
達
セ
ズ
　
恥
ヅ
正
学
切
友
二

遠
シ
　
恥
ヅ
作
畷
多
シ
」
と
あ
り
、
目
標

達
成
に
向
け
た
決
意
を
示
し
て
い
る
。

「
鉄
石
の
心
」
　
の
昭
和
十
九
年
正
月
一

日
に
、
初
め
て
自
爆
と
い
う
言
葉
が
出
て

く
る
。
少
佐
は
そ
の
年
に
は
回
天
の
開
発

に
邁
進
し
て
お
り
。
十
八
年
の
年
末
は
大

き
な
転
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十
九
年
五
月
八
日
に
は
、
「
急
務
所

見
」
を
書
い
て
上
申
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
日
本
が
今
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
を
書
い
て
い
て
、
第
一
に

苑
の
戦
法
に
専
念
す
べ
き
と
あ
る
。
こ
れ

は
死
を
覚
悟
し
た
戦
い
を
し
な
け
れ
ば
、

天
皇
陛
下
を
守
り
切
れ
な
い
と
訴
え
て
い

る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
天
下
の
人
心
を
一

に
す
る
こ
と
、
陸
海
軍
一
致
し
て
向
か
う

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
六
月
に
回
天
が
採
用
に
な
り
、

九
月
六
日
に
回
天
の
訓
練
中
に
海
底
へ
突

入
し
て
殉
職
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

黒
木
少
佐
の
遺
言

少
佐
の
書
か
れ
た
も
の
は
、
す
べ
て
遺

書
に
な
っ
て
も
い
い
よ
う
に
書
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

『
慕
楠
記
』
に
は
少
佐
の
楠
公
へ
の
思

い
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
楠
公
が
湊
川
の

戦
い
に
向
か
う
場
面
で
は
、
少
佐
は
大
東

亜
戦
争
を
重
ね
合
わ
せ
て
書
い
て
い
る
。

「
あ
あ
、
回
天
の
忠
臣
、
末
だ
必
ず
し

も
死
す
べ
か
ら
ざ
る
所
に
死
せ
ん
と
す
ご

本
来
、
死
ぬ
べ
き
で
な
い
と
こ
ろ
で
死
の

う
と
し
て
い
る
。

「
児
を
呼
び
て
懇
憩
後
事
を
託
す
。
」

「
我
れ
死
す
る
の
後
、
天
下
の
事
知
る
べ

き
な
り
、
而
し
て
足
利
二
兇
の
志
、
実
に

測
る
べ
か
ら
ず
。
」
足
利
二
兇
は
ア
メ
リ
カ

で
そ
れ
へ
の
恐
れ
で
あ
る
。
「
然
れ
ど
も
皇

統
の
継
ぎ
給
ふ
有
ら
ば
、
則
ち
足
る
の

み
。
」
と
、
最
低
限
こ
こ
さ
え
実
現
で
き
た

ら
い
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
為
に
は
、
「
我

れ
既
に
之
を
以
て
比
に
死
し
、
子
も
亦
之

を
以
て
比
に
死
し
、
兄
弟
叔
姪
、
挙
族
此

に
死
し
て
猶
ほ
巳
ま
ず
ん
ば
、
則
ち
兇
賊

と
艶
も
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る
を
知
り
、

然
る
後
、
皇
統
は
天
壌
と
興
に
復
た
窮
ま

り
無
け
ん
。
」
と
。

こ
れ
は
我
々
へ
の
遺
言
で
も
あ
り
、
少

佐
が
亡
く
な
っ
て
も
、
我
々
が
し
っ
か
り

と
天
皇
陛
下
を
お
支
え
し
て
行
く
と
い
う

気
持
ち
を
失
わ
な
い
限
り
、
皇
統
は
守
ら

れ
る
と
信
じ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
が
成
す
べ
き
こ
と
は
、
正
に
こ
の

黒
木
少
佐
の
托
さ
れ
た
も
の
を
常
に
忘
れ

ず
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

※
　
こ
れ
は
令
和
六
年
九
月
八
日
、
下
呂
市
で
行

わ
れ
た
現
代
国
民
講
座
の
講
話
を
編
集
部

で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。



令和7年1月1日 第209号（4）

天皇皇后両陛下お泊まりのグランドホテル前　　天皇皇后両陛下行幸啓をお迎えしようと、多

で提灯奉迎を実施若い人が多く参加した。　　数の県民が訪れた。県庁北の車道付近の様子。

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
－
飛
騨
支
部

支
部
長
退
任
と
就
任
の
ご
挨
拶

飛
騨
支
部

看
　
退
任
の
ご
挨
拶

謹
啓桜
咲
く
候
　
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
）

さ
て
、
私
、
中
村
慈
は
こ
の
度
岐
阜
県

教
育
懇
話
会
飛
騨
支
部
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。
十
三
年
間
の
在
任
中
に
は
、
関
係
各
位

及
び
皆
さ
ま
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に

対
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
岐
阜
県
教
育
懇
話
会
の
益
々
の
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
謹
白

令
和
六
年
三
月
吉
日

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
飛
騨
支
部
長

中

村

　

慈

※
原
稿
は
昨
年
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
掲
載
が
遅
く
な
り
失
礼
し
ま
し
た
。

音
　
就
任
の
ご
挨
拶

謹
啓陽
光
う
ら
ら
か
な
候
会
員
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
か
ら
岐
阜
県
教
育
懇
話
会
飛

騨
支
部
の
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
、
今
井
政
嘉
は
中
村
慈
支
部

長
の
後
任
と
し
て
四
月
一
目
を
も
ち
ま
し

て
、
支
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
、
混
迷
す
る
不
確
実
な
時
代
に
あ

っ
て
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
が
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
生
き
る
拠
り
所

を
ど
こ
に
求
め
る
か
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
長
年
培

わ
れ
て
き
た
日
本
人
の
生
き
方
、
家
族
を

思
い
、
地
域
を
愛
し
、
国
に
誇
り
を
持
つ

よ
う
な
教
育
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
す
が
、
努
力
を
尽
く
所
存
で
す
。

前
任
者
同
様
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
謹
白

令
和
六
年
四
月
吉
日

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
飛
騨
支
部
長

今
井
政
嘉

天
皇
皇
后
両
陛
下
岐
阜
県
奉
迎
委
員
会
に

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
も
参
加

昨
年
十
月
十
四
日
、
国
民
文
化
祭
・
全

国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
開
会
式
の
た
め
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
（
他
日
、
秋

篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
と
悠
仁
親
王
殿
下

も
ご
来
岐
）
が
あ
り
、
奉
迎
委
員
会
が
四

月
に
起
ち
上
が
り
、
本
会
も
趣
旨
に
賛
同

し
て
、
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

筏
風
烈
風
　
正
月
は
元
旦
祭
の
初
詣
で
始

ま
り
ま
す
。
一
年
の
計
は
元
旦
と
言
い
ま

す
が
、
生
涯
の
計
の
一
通
過
点
で
あ
り
節

目
で
す
▼
天
皇
陛
下
は
元
旦
四
方
拝
で
、

ま
ず
皇
室
の
祖
先
神
で
あ
る
伊
勢
の
神
宮

を
拝
ま
れ
ま
す
。
多
く
の
日
本
人
は
自
分

の
祖
先
が
配
っ
て
き
た
地
域
の
神
社
に
詣

り
ま
す
。
我
々
は
自
分
の
祖
先
神
を
玄
関

の
門
松
に
迎
え
、
鏡
餅
に
お
さ
ま
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
日
本
の
神
様
は
自
分
と
血
の

繋
が
っ
た
祖
父
・
祖
母
・
祖
先
で
す
。
そ

の
神
様
は
、
子
孫
の
一
年
間
の
安
寧
を
願

っ
て
舞
い
降
り
、
秋
の
収
穫
を
見
届
け
て

緑
深
い
山
に
戻
り
ま
す
。
送
る
行
事
が
秋

祭
り
で
す
▼
古
来
よ
り
、
日
本
人
は
人
々

が
安
寧
に
過
ご
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
で

一
致
し
て
い
ま
し
た
。
思
い
や
り
、
迷
惑

を
か
け
な
い
と
い
う
共
通
の
思
い
は
こ
う

し
て
は
ぐ
く
ま
れ
、
磨
き
あ
げ
ら
れ
て
伝

統
に
な
り
ま
し
た
▼
そ
こ
へ
後
世
に
な
っ

て
、
仏
様
を
中
心
と
す
る
仏
教
、
男
尊
女

卑
の
儒
教
、
権
利
と
平
等
と
自
己
主
張
の

西
洋
思
想
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
全
て
の

民
族
は
祖
先
が
磨
き
上
げ
あ
げ
た
独
自
の

伝
統
、
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ

ム
教
の
人
は
弁
護
士
で
も
一
夫
多
妻
を
否

定
し
ま
せ
ん
。
男
尊
女
卑
に
疑
問
を
持
た

な
い
国
も
、
そ
れ
は
そ
こ
の
風
習
な
の
で

す
▼
国
際
連
合
の
勧
告
だ
か
ら
、
他
国
が

こ
う
だ
か
ら
と
い
う
主
張
も
、
日
本
の
よ

さ
を
損
な
う
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
判

断
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
Y
）


